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人権擁護委員の皆さんをご紹介します

ごみ出しルールを守って
きれいにごみステーションを利用しましょう

ごみステーションは行政区など、地域の保健委
員の皆さんが協力して、管理を行っております。
　ごみを出す際は、ご家庭に配布されている「ご
み分別収集カレンダー」をよく確認し、以下のご
み出し３原則を守りましょう。ルールを守らず利
用していると、地域の方に多大な迷惑をかけるこ
とになります。ごみステーションをきれいにして
くれている保健委員やボランティアの人がいるこ
とを忘れないでください。
　また、ごみの分別方法が分からない場合は、健
康環境課までお問い合わせください。

●問い合わせ先　健康環境課　☎ 62-2115

【ごみ出し３原則】
①収集日の午前６時～午前８時までに
②決められたごみ収集場所に
③きちんと分別して
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須賀川消防本部では、119番通報した人に災害現場の状況や救急車を必要とする傷病者などの映像を
スマートフォンで撮影し、指令センターへ送信してもらう「映像通報システム」の運用を令和５年７月
３日㈪から開始しました。

●問い合わせ先　須賀川消防本部 警防課通信指令係　☎ 0248-76-3111

●映像通報までの流れ
音声による 119番通報の内容から、視覚的に災害現場や傷病
者の状態を確認することが必要と判断した場合にビデオ通報切り
替えまでの操作を指示させていただきます。
●映像通報システムでできること
指令センターで火災や交通事故等の現場状況が映像で分かるた
め、早期に消防隊を増やしたり、消防隊に状況を伝えることがで
きます。
応急手当の方法がわからない場合でも、指令センターが送信す
る動画を見ながら心臓マッサージなどの応急手当を行うことがで
きます！
●ご協力のお願い
映像通報システムにかかる通信料は、通報者のご負担となりま
すのでご理解とご協力をお願いします。

外国語指導助手（ＡＬＴ）として、中学校や幼稚園などで英語の指導に当たられてきたレイチェ
ル先生が、８月で退任されることになりました。平成 30年から５年間、いつも明るく楽しく、子ど
もたちに英語の楽しさを教えてくれたレイチェル先生。今までありがとうございました。

５年前初めて鏡石に来た時に、どんな町か、職場の人は優しいか、気になっていました
が、鏡石町の皆さんの親切さがすぐに分かって安心しました。町には “花がいっぱい “で、
平和な町だとわかり、鏡石町での生活を楽しめるようになりました。
　教育委員会の皆さんをはじめ、鏡石中学校、鏡石幼稚園や鏡石保育所、牧場の朝の英会話、
ＥＣＣの皆さんにも “心の底からありがとう “と伝えたいです。
　そして、町民の皆さん、たくさんの笑顔で助けてくださりありがとうございました。

委嘱状を受ける竹内さん（左）

ありがとう レイチェル先生ALTの先生退任

～レイチェル先生からのメッセージ～
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最後に、鏡石の子どもたちに大きい声で「Thank you!」と言いたいです。皆さんのおかげで毎日楽しい日々
を過ごすことができ、先生としてよい経験ができたと思います。この思い出は絶対に忘れません。
　鏡石町を離れることは寂しいですが、今後も福島県にいますので、また鏡石に戻れる日を楽しみにしています。
　鏡石町の皆さん、５年間本当にありがとうございました。

現場と消防・救急隊との架け橋に「映像通報システム」運用開始
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